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第3章 隅角部の解析手法に関する検討 

3.1 概要 

第 2 章までに示したように、鋼製橋脚隅角部の疲労耐久性確保の方法については、多くの損傷事例があ

るもののフィレット構造の効果が確認されていることを除くと、明確に疲労耐久性に優れると言える形状

や構造詳細等の対策についての知見は十分でない。 

したがって、未溶着部や溶接困難箇所が生じないなど、できるだけ確実に良好な溶接品質が満足できる

ような板組構造および製作方法の採用、確実な検査の実施、フィレット構造の設置といった定性的であっ

ても少なくとも疲労耐久性に有効な手段を可能な範囲で採用し、基本的な断面構成や板厚の決定はあくま

で耐荷力設計で決定せざる得ない現状である。 

実際の設計では、フィレット構造の設置にあたってもその形状や大きさを具体的に決定する必要があり、

この判断基準は隅角部であっても疲労耐久性確保の基本である変動応力振幅の低減程度とそれによって期

待される耐久性向上効果である。また、フィレット構造の設置以外にも補剛材の配置や板厚構成，ダイヤ

フラムの構造などによっても隅角部の溶接線に発生する変動応力振幅は変化するため、同じ耐荷力性能で

あればできるだけ疲労耐久性上有利となるよう変動応力振幅の低減や局部応力の低減を図ることが望まし

い。ただし、あまりに局所的な発生応力を求めようとしても、溶接ビードの形状，溶込み深さ，ルート形

状などによっても発生応力は大きく異なり、隅角部の局部応力を設計段階で精度よく求めることには限界

があり、またそれを合理的に設計に反映できる方法もない。 

したがって、隅角部の疲労設計では疲労耐久性の評価に用いることができる程度の精度で効率的に各部

の発生応力を把握し、フィレット構造の寸法決定や補剛構造の決定などに反映できることが有効であると

考えられる。表-3.1.1 に隅角部の疲労耐久性評価向上の観点から応力性状に及ぼす影響を考慮するべき項

目として考えられるものの例を示す。 

ここでは、これらの項目のうち代表的なものについて、設計の段階で疲労耐久性向上の観点から効果の

有無や採用の適否を判断するための応力算出が効率的に行える解析手法について検討する。 
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表-3.1.1 隅角部の応力性状に影響を及ぼす項目の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




